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 １　開会点鐘

 ２　国歌斉唱　君が代

 ３　ロータリーソング　奉仕の理想

 ４　四つのテスト

 ５　来訪者の紹介と会長挨拶
 　　　金子與志邦様
 　　　 　福島西RC

 ６　誕生日の御祝い

 ７　お食事をどうぞ

 ８　PETS報告
 　　　武藤正隆会長エレクト

 ９　各委員会報告
 　　　ロータリー財団委員会
 　　　スマイリング委員会
 　　　出席委員会

10　閉会点鐘

■会員／74名　■出席44名　■出席率59.46％　■メークアップ5名　■修正率／49名　66.22％

週間ロータリーレポート　NO. 36

第36回例会 平成19年4月4日（水）
　　　　　　 サンパレス福島

本日のプログラム

　私達の､ふるさと福島市も4月1

日をもって100歳と云う歴史の誕

生日を迎えました。

　明治40年4月1日商業の町とし

て戸数5251戸、人口31,835人の

市の誕生でありました。 県内で

会津若松市に次いで、二番目の市

制施行をされました。

　この100年の歳月を振返りますと先人達が積重ねた

多くの苦労があり、また戦後の混乱をたくましく立上

げ苦難の相次ぐ合併・産業振興と共に築き上げてきま

した。

　私達は、この歴史の中から何かを学び、伝え、残され

た大切な財産に、私達は立止まり、思いめぐらせ先人へ

の感謝の気持を新たに更に200年を目指し新しい歴史

を積み重ねて行く事が重要な役割と考えます。

　お祝いの日に先立ち3月31日福島市のシンボルであ

る信夫山清掃が各種団体の参加で行われ当クラブから

私、幹事、社会奉仕委員長の　澤俊樹さん、副委員長の

鈴木定男さんの4人で参加してまいりました。

　これから一年間様々なイベントが開催されますので

是非皆様も参加され100年の歩みを感じて頂ければ幸

いと存じます。

　さて本日は3月24日～25日の両日にわたり会長エ

レクト研修セミナーに参加されました武藤次年度会長

より報告をいただきます。

　私も振返り多々思いだしますが、残された3カ月休

まず重責をまっとうしたいと考えておりますので何と

ぞ皆様の御協力宜しくお願い致します。

　武藤（エレクト）次年度会長には、研修会の成果を十

分に発揮していただきクラブ運営に当たっていただき

たいとおもいます。

　4月2日には、信夫山の桜も開花とのことで、桜まで

が武藤エレクトを祝福している様な気がします。

　では、市制100年

と武藤エレクトの

ペッツ報告、そし

て本日4月の誕生

日方々に、おめでと

う、を申し上げ挨拶

といたします。

　福島南RC会長エレクトとして3

月24日～25日の2日間にわたり磐

梯熱海温泉のホテル華の湯にて、開

催された国際RC2530地区の｢会長

エレクト研修セミナー｣PETSに参

加してまいりましたのでここに報

告致します。

　PETSに参加して改めてRCの組織と活動の奥深さ、

広さ、目的の高さを学び、その機会を与えて、くだっさ

た、皆様に心から感謝申し上げます。

　今回のPETSは2530地区の65クラブの会長エレク

トと双相地区の設立予定地区の会長エレクト1名の計

66名と寺島岩男ガバナー、牧公介ガバナーエレクト

外、歴代パストガバナー、ガバナー補佐、次期幹事41

名、総合計106名が一同に会しての大規模な研修会で

した。

　この研修セミナーに出席して始めてRC会長になれ

る資格を認められるのだそうです。

　研修のうち、第1から第6セッションとワークショッ

プの中から特に皆様に報告しなければならないことを

選んで報告したいと思います。

１．R I会長エレクト（W.J.ウィルキンソン氏）は、

ROTARY SHARES｢ロータリーは分かちあいの

心｣をRI年次テーマとして掲げましたので、皆様

にお伝えします。

２．会長はクラブ指導者として、如何にクラブを効果

的に機能させるのか方策を研修させて頂きまし

た。

　（1）会員の増強を図ります。

　（2）総会、例会、理事会、クラブ協議会、ガバナー補

佐訪問のプログラムを入念に企画し、時間厳守

の会合に努めます。

　（3）各委員会の明確な目標を円滑・確実に実施し、

それぞれの調和のとれた働き易い活動を推進

します。

　（4）地区リーダーシッププランを導入した我がク

ラブは、従来の4大奉仕委員会のうち奉仕委員

会を別立てにして、奉仕プロジェクト委員会の

大枠で束ねて、その中に職業奉仕、社会奉仕、国

際奉仕の3大部門で活動し易いように組織が変

更されております。

　（5） RC財団の使命と理解と協力を高めます。

　（6） RC財団米山記念奨学会寄付について協力をし

ます。

　（7）各委員会が確実に国際奉仕PJに参加して､世界

理解と平和の達成と親善に献身することにな

る事を理解して頂き、協力をお願いします。

　（8） 21世紀委員会の設置について。

　次年度も私も負けずに一生懸命に頑張りますので、

皆様の絶大なる御協力を心よりお願いしてご報告とさ

せて頂きます。

4月18日（水） 家族観桜会19時から（ビール園）
4月19日（木） 県北第一区RC研究会
 　（サンパレス福島）

4月22日（日） 第5回県北第一区親善ゴルフ大会
 ホスト 21RC
 　（サンフィールド二本松）
4月25日（水） クラブフォーラム
 　（会員増強･出席委員会）

今月・来月のプログラム

会 長 挨 拶 斎藤　ミヨ会長

今月の誕生日の御祝

PETS報告　　　　  　武藤正隆会長エレクト

編集担当　鈴木光一
廣 廣


